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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱交換器と、
　前記熱交換器により熱交換された空気を室内に吹出すための吹出しダクトに接続される
吹出し口と、
　前記熱交換器により熱交換された空気を前記吹出し口に向けて送風する第１ファンおよ
び該第１ファンを回転させる第１モータを有する第１送風部と、
　前記熱交換器により熱交換された空気を前記吹出し口に向けて送風する第２ファンおよ
び該第２ファンを回転させる第２モータを有する第２送風部と、
　第１回転数指令および第２回転数指令をそれぞれ前記第１送風部および前記第２送風部
に伝達し、前記第１ファンが第１回転数で回転するとともに前記第２ファンが第２回転数
で回転するよう制御する制御部とを備え、
　前記第１送風部は、前記第１モータを駆動する電流が所定制限値以下となるように、前
記第１回転数指令により指示された前記第１回転数よりも低い回転数で前記第１ファンを
回転させる電流制限機能を備えており、
　前記制御部は、前記第１送風部が前記電流制限機能により動作する場合に、前記第２回
転数指令とは異なる他の回転数指令を前記第２送風部へ伝達し、前記第２ファンが前記第
２回転数より低い回転数で回転するよう制御する空気調和機。
【請求項２】
　前記第１送風部は、前記電流制限機能と前記第１回転数指令に応じた前記第１回転数で
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前記第１ファンを回転させる電流非制限機能を切り替えて実行可能なドライバ部を備えて
おり、
　前記第２モータは、前記制御部から伝達される前記第２回転数指令に応じて回転数を制
御するドライバ機能を備えたドライバ内蔵型モータであり、
　前記第１モータは、外部の前記ドライバ部から伝達される駆動信号に応じて動作するド
ライバ非内蔵型モータである請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記第１送風部は、前記電流制限機能により動作する場合に、前記第１ファンの回転数
を前記制御部に伝達し、
　前記制御部は、前記第１送風部が前記電流制限機能により動作する場合に、前記第１送
風部から伝達された前記第１ファンの回転数に基づいて前記他の回転数指令により指示さ
れる回転数を決定する請求項１または請求項２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記第１ファンおよび前記第２ファンは、それぞれが同一回転数で回転する場合の送風
量が等しく、
　前記第１回転数指令により指示される前記第１回転数と前記第２回転数指令により指示
される前記第２回転数とが同一回転数であり、
　前記電流制限機能で動作する前記第１送風部の前記第１ファンの回転数と前記他の回転
数指令により指示される前記第２ファンの回転数とが同一回転数である請求項１から請求
項３のいずれか１項に記載の空気調和機。
【請求項５】
　前記第１モータの出力が、前記第２モータの出力より高い請求項１から請求項４のいず
れか１項に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、熱交換器により熱交換された空気を。吹出しダクトに接続される吹出し口から送
風するダクト形空気調和機が知られている（例えば、特許文献１参照。）。ダクト形空気
調和機の通風抵抗は、空気調和機が設置されるダクトの長さ，径あるいは形状によって異
なったものとなる。そのため、空気調和機が設置されるダクトの通風抵抗（静圧）に応じ
て、吹出し口に熱交換された空気を送風するファンの回転数を適切に調整し、所望の風量
の空気が室内に吹き出すようにする必要がある。
　特許文献１には、ファンを駆動するモータを回転数一定で運転してその際のモータの運
転電力を検出し、空調時の制御値を選定することが可能なダクト形空気調和機が開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１４１７４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には、ダクト形空気調和機が備えるファンが送風可能な風量の範囲内で適切
な風量となるように、モータの制御値を選定するものである。
　しかしながら、１台のファンが送風可能な風量の範囲では風量が足りずに適切な風量と
ならない場合には、特許文献１に開示された技術では対応することができない。
【０００５】
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　既存のダクト形空気調和機の風量の範囲では十分な風量を得られない場合、高出力のモ
ータおよびそれを駆動するドライバ回路を新たに設計すればよいが、多大な工数およびコ
ストがかかるとともに装置が大型化してしまうという問題がある。
　そこで、既存のダクト形空気調和機に、補助モータにより駆動される新たなファンを追
加することにより風量を増加させ、所望の風量の空気が室内に吹き出すように設計する方
法が考えられる。補助モータとしては、比較的安価であることから、外部の制御部からの
回転数指令に応じた回転数で回転するように制御されるドライバ内蔵型のモータを用いる
ことが考えられる。
【０００６】
　既存のダクト形空気調和機には、ファンを駆動するモータの電流が所定制限値以下とな
るようにファンの回転数を低下させる制限する電流制限機能を備えるものがある。この電
流制限機能を備えた既存のダクト形空気調和機にドライバ内蔵型のモータを補助モータと
して追加する場合は、以下に示すような問題が発生する。
【０００７】
　それは、電流制限機能によりファンの回転数を低下させるように制御されるモータ（主
モータ）が存在する一方で、外部の制御部からの回転数指令に応じた回転数で回転する補
助モータが存在することに起因する問題である。
　この場合、電流制限機能により動作する主モータの回転数が低下する一方で、補助モー
タの回転数は一定で維持されたままとなる。そうすると、主モータにより回転するファン
の風量と、補助モータにより回転するファンの風量との比率が変わってしまい、所望の性
能を発揮することができなくなる。
【０００８】
　本発明は、このような事情を鑑みてなされたものであり、ファンおよびファンを回転さ
せるモータを備える送風部を複数備える空気調和装置において、一方のモータが電流制限
機能によりモータに流れる電流値を制限して動作する場合に、他方のモータの回転数を適
切に調整し、所望の風量が得られるようにした空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明は、以下の手段を採用する。
　本発明に係る空気調和機は、熱交換器と、前記熱交換器により熱交換された空気を室内
に吹出すための吹出しダクトに接続される吹出し口と、前記熱交換器により熱交換された
空気を前記吹出し口に向けて送風する第１ファンおよび該第１ファンを回転させる第１モ
ータを有する第１送風部と、前記熱交換器により熱交換された空気を前記吹出し口に向け
て送風する第２ファンおよび該第２ファンを回転させる第２モータを有する第２送風部と
、第１回転数指令および第２回転数指令をそれぞれ前記第１送風部および前記第２送風部
に伝達し、前記第１ファンが第１回転数で回転するとともに前記第２ファンが第２回転数
で回転するよう制御する制御部とを備え、前記第１送風部は、前記第１モータを駆動する
電流が所定制限値以下となるように、前記第１回転数指令により指示された前記第１回転
数よりも低い回転数で前記第１ファンを回転させる電流制限機能を備えており、前記制御
部は、前記第１送風部が前記電流制限機能により動作する場合に、前記第２回転数指令と
は異なる他の回転数指令を前記第２送風部へ伝達し、前記第２ファンが前記第２回転数よ
り低い回転数で回転するよう制御する。
【００１０】
　本発明に係る空気調和機によれば、第１ファンを回転させる第１モータが電流制限機能
により動作する場合に、制御部から第２送風部に第２回転数指令とは異なる他の回転数指
令が伝達され、第２回転数より低い回転数で第２モータが回転する。第２回転数指令は、
第１モータが電流制限機能により動作しない場合に第２モータに伝達される回転数指令で
あるので、第１モータが電流制限機能により動作するのに応じて第２モータも電流値が制
限された状態で動作する。
【００１１】
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　このようにすることで、ファンおよびファンを回転させるモータを備える送風部を複数
備える空気調和装置において、一方のモータが電流制限機能によりモータに流れる電流値
を制限して動作する場合に、他方のモータの回転数を適切に調整し、所望の風量が得られ
るようにした空気調和機を提供することができる。
【００１２】
　本発明の第１態様の空気調和機は、前記第１送風部は、前記電流制限機能と前記第１回
転数指令に応じた前記第１回転数で前記第１ファンを回転させる電流非制限機能を切り替
えて実行可能なドライバ部を備えており、前記第２モータは、前記制御部から伝達される
前記第２回転数指令に応じて回転数を制御するドライバ機能を備えたドライバ内蔵型モー
タであり、前記第１モータは、外部の前記ドライバ部から伝達される駆動信号に応じて動
作するドライバ非内蔵型モータである。
【００１３】
　本態様の空気調和機によれば、第２モータとして、制御部から伝達される第２回転数指
令に応じて回転数を制御するドライバ機能を備えたドライバ内蔵型モータを用いることで
、比較的安価な空気調和機を提供することができる。また、ドライバ非内蔵型モータを制
御するドライバ部が実行可能な電流制限機能を、制御部を介在させることにより、適切に
第２モータに実行させることができる。
【００１４】
　本発明の第２態様の空気調和機は、前記第１送風部が、前記電流制限機能により動作す
る場合に、前記第１ファンの回転数を前記制御部に伝達し、前記制御部が、前記第１送風
部が前記電流制限機能により動作する場合に、前記第１送風部から伝達された前記第１フ
ァンの回転数に基づいて前記他の回転数指令により指示される回転数を決定する。
　このようにすることで、第１送風部が電流制限機能により動作する場合に、第１ファン
の回転数に基づいた適切な回転数で第２ファンを回転させるように、他の回転数指令によ
り指示される回転数を決定することができる。
【００１５】
　本発明の第３態様の空気調和機は、前記第１ファンおよび前記第２ファンは、それぞれ
が同一回転数で回転する場合の送風量が等しく、前記第１回転数指令により指示される前
記第１回転数と前記第２回転数指令により指示される前記第２回転数とが同一回転数であ
り、前記電流制限機能で動作する前記第１送風部の前記第１ファンの回転数と前記他の回
転数指令により指示される前記第２ファンの回転数とが同一回転数である。
　このようにすることで、同一回転数で回転する場合の送風量が等しい第１ファンおよび
第２ファンの回転数を、第１送風部が前記電流制限機能により動作するかしないかに拘わ
らず一定の回転数とし、所望の風量が得られるようにすることができる。
【００１６】
　本発明の第４態様の空気調和機は、前記第１モータの出力が、前記第２モータの出力よ
り高い。
　このようにすることで、出力の高い第１モータの動力により回転する第１ファンの風量
を第２ファンによって補うために、第２ファンを回転させる補助モータとして出力の低い
第２モータを採用することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、ファンおよびファンを回転させるモータを備える送風部を複数備える
空気調和装置において、一方のモータが電流制限機能によりモータに流れる電流値を制限
して動作する場合に、他方のモータの回転数を適切に調整し、所望の風量が得られるよう
にした空気調和機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態のダクト形空気調和機を示す側面図である。
【図２】図１に示すダクト形空気調和機の制御構成を示すブロック図である。
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【図３】図１に示す第１送風部が有するＤＣモータの静圧－風量特性を示す図である。
【図４】図１に示す第２送風部が有するＤＣモータの静圧－風量特性を示す図である。
【図５】図２に示すコントローラが実行する処理を示すフローチャートである。
【図６】図２に示す第１送風部のドライバ回路が実行する処理を示すフローチャートであ
る。
【図７】図２に示す第２送風部のＤＣモータが実行する処理を示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の一実施形態のダクト形空気調和装置について、図面を参照して説明する
。図１は、本発明の一実施形態に係るダクト形空気調和機を示す側面図である。なお、本
実施形態では、ダクト形空気調和機の一例として、天井に埋め込んで設置されるダクト形
空気調和機１が例示されている。
【００２０】
　このダクト形空気調和機１のユニット本体２は、図１に示されるように、建屋の梁等に
鉛直方向に設けられる複数本の吊りボルトを介して天井内に吊り下げ設置されるようにな
っている。なお、屋外に設置される室外機は、図示省略されている。
【００２１】
　ダクト形空気調和機（空気調和機）１は、室内から吸込みグリル３、消音チャンバー４
および吸込みダクト５を介して吸込んだ室内空気を冷媒と熱交換させて冷却または加熱し
た後、吹出しダクト６、吹出しユニット７および吹出しグリル８等を介して室内に吹出す
ように構成されている。吹出しダクト６は、吹出しユニット７の配設位置等により、その
長さ、径および形状等が様々変化するものである。なお、天井面９には、ダクト形空気調
和機１のユニット本体２を点検あるいはメンテナンスするための点検口１０が設けられて
いる。
【００２２】
　ユニット本体２は、箱形とされており、その内部には、冷媒と室内空気とを熱交換する
室内熱交換器（熱交換器）１１と、室内空気を循環させる第１送風部１２と、室内空気を
循環させる第２送風部１８とが組み込まれている。
　また、ユニット本体２の内部には、室内熱交換器１１で発生したドレン水を受けるドレ
ンパン、ドレンパン内に溜まったドレン水を外部に排出するドレンポンプ（ドレンパンお
よびドレンポンプは図示省略）等が組み込まれている。
【００２３】
　また、ユニット本体２には、前後側面に吸込みダクト５および吹出しダクト６が接続さ
れる吸込み口１３および吹出し口１４が設けられている。吹出し口１４は、室内熱交換器
１１により熱交換された空気を吹出しダクト６を介して室内に吹き出す。
　ユニット本体２の一側面には、ダクト形空気調和機１の運転を制御するコントローラ１
５が設けられており、コントローラ１５には、リモコン１６が接続されている。
【００２４】
　次に、本実施形態のダクト形空気調和機１の制御構成について、図２を用いて説明する
。図２は、本実施形態のダクト形空気調和機１の制御構成を示すブロック図である。図２
に示すように、ダクト形空気調和機１の運転を制御するコントローラ１５は、第１送風部
１２および第２送風部１８に電気的に接続されている。
【００２５】
　コントローラ１５は、ＣＰＵ等の演算部を備えており、ＲＯＭ等の記憶部（不図示）に
記憶された動作プログラムを読み出して演算部にて実行することにより、ダクト形空気調
和機１の運転を制御する。
　コントローラ１５は、信号線２５を介して電圧信号である第１回転数指令Ｖ１を第１送
風部１２のドライバ回路２２へ伝達する。また、コントローラは、信号線２６を介して電
圧信号である第２回転数指令Ｖ２を第２送風部１８のＤＣモータ２４へ伝達する。ここで
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、第１回転数指令Ｖ１はＤＣモータ２１を単位時間あたり第１回転数Ｒ１で回転させる指
令であり、第２回転数指令Ｖ２はＤＣモータ２４を単位時間あたり第２回転数Ｒ２で回転
させる指令である。
【００２６】
　図２に示すように、第１送風部１２は、第１ファン２０とＤＣモータ２１（第１モータ
）とドライバ回路２２（ドライバ部）を備えている。第１ファン２０は、室内熱交換器１
１により熱交換された空気を吹出し口１４に向けて送風するファンである。ＤＣモータ２
１は、第１ファン２０の回転軸（不図示）に連結される駆動軸（不図示）を備えるＤＣモ
ータである。ＤＣモータ２１は、駆動軸を介して第１ファン２０を回転軸回りに回転させ
る。
【００２７】
　第１送風部１２が備えるドライバ回路２２は、信号線２５を介してコントローラ１５か
ら伝達される第１回転数指令Ｖ１を受信し、第１回転数指令Ｖ１に応じた第１回転数Ｒ１
で第１ファン２０が回転するように信号線２７を介してＤＣモータ２１に駆動信号Ｄ１を
伝達する。ＤＣモータ２１は外部のドライバ回路２２から伝達される駆動信号Ｄ１に応じ
て動作するドライバ非内蔵型モータとなっている。
【００２８】
　図２に示すように、第２送風部１８は、第２ファン２３とＤＣモータ２４（第２モータ
）を備えている。第２ファン２３は、室内熱交換器１１により熱交換された空気を吹出し
口１４に向けて送風するファンである。ＤＣモータ２４は、第２ファン２３の回転軸（不
図示）に連結される駆動軸（不図示）を備えるＤＣモータである。ＤＣモータ２４は、駆
動軸を介して第２ファン２３を回転軸回りに回転させる。
【００２９】
　ＤＣモータ２４は、信号線２６を介してコントローラ１５から伝達される第２回転数指
令Ｖ２を受信し、第２回転数指令Ｖ２に応じた第２回転数Ｒ２で第２ファン２３が回転す
るようにＤＣモータ２４を制御するドライバ部２４ａを備えている。このように、ＤＣモ
ータ２４は内蔵されたドライバ部２４ａにより制御されるドライバ内蔵型モータとなって
いる。
【００３０】
　ＤＣモータ２１およびＤＣモータ２４として、各種の出力のモータを採用することが可
能である。例えば、ＤＣモータ２１を定格出力４００Ｗ以上の高出力モータとし、ＤＣモ
ータ２４を定格出力２００Ｗ以下の低出力モータとすることができる。
【００３１】
　このように、第１送風部１２はコントローラ１５から伝達される第１回転数指令Ｖ１に
応じて第１ファンの回転数を制御し、第２送風部１８はコントローラ１５から伝達される
第２回転数指令Ｖ２に応じて第２ファンの回転数を制御する。第１送風部１２と第２送風
部１８とは、それぞれコントローラ１５から伝達される回転数指令に応じてファンの回転
数を制御する点が共通している。
【００３２】
　一方、第１送風部１２は後述する電流制限機能を備えているのに対し、第２送風部１８
は電流制限機能を備えていない点で異なっている。後述するように、第２送風部１８自身
は電流制限機能を備えていないものの、第１送風部１２が電流制限機能を実行する場合に
コントローラ１５が第２送風部１８に伝達する回転数指令を異ならせている。コントロー
ラ１５が介在することにより、第２送風部１８は電流制限がされた状態で動作することと
なる。コントローラ１５を含む各部の動作については、後述する。
【００３３】
　ここで、第１送風部１２が備える電流制限機能について説明する。図３は、第１送風部
１２が有するＤＣモータ２１の静圧－風量特性を示す図である。図中のＬ１およびＬ２は
、最大運転点Ｐ１で連結される曲線であり、線上の各点がＤＣモータ２１を第１回転数Ｒ
１で回転させる場合の動作点を示している。
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　最大運転点Ｐ１は、風量の増加に伴って増大するＤＣモータ２１の電流値が制限値Ｉｍ
ａｘ１（所定制限値）となる動作点を示すものである。最大運転点Ｐでの静圧はＰｓとな
り風量はＶａ１となる。
【００３４】
　最大運転点Ｐ１の静圧Ｐｓ１よりも低い静圧の環境において、Ｌ２で示される第１回転
数Ｒ１で回転させると、その際にＤＣモータ２１が必要とする電流の電流値はＩｍａｘ１
よりも多くなってしまう。そこで、本実施形態の第１送風部１２は、ＤＣモータ２１に流
れる電流が制限値Ｉｍａｘ１以下となるように、第１回転数Ｒ１よりも低い回転数で第１
ファン２０を回転させる電流制限機能を備えている。
【００３５】
　図３中に示すＬ３は、最大運転点Ｐ１における静圧Ｐｓ１よりも静圧が低くなる環境に
おける、電流制限機能が実行された状態のＤＣモータ２１の動作点を示している。ＤＣモ
ータ２１の動作点をＬ２上の動作点ではなくＬ３上の動作点にすることで、ＤＣモータ２
１に流れる電流の電流値が制限値Ｉｍａｘ１以下となる。
　このＬ３上の動作点で動作する第１ファン２０の回転数は、第１回転数Ｒ１よりも低く
なる。
【００３６】
　図４は、第２送風部１８が有するＤＣモータ２４の静圧－風量特性を示す図である。図
中のＬ４およびＬ５は、最大運転点Ｐ２で連結される曲線であり、線上の各点がＤＣモー
タ２４を第２回転数Ｒ２で回転させる場合の動作点を示している。
　最大運転点Ｐ２は、風量の増加に伴って増大するＤＣモータ２４の電流値が制限値Ｉｍ
ａｘ２となる動作点を示すものである。最大運転点Ｐ２での静圧はＰｓとなり風量はＶａ
２となる。
【００３７】
　前述した第１送風部１２が最大運転点Ｐ１で動作する場合に、第２送風部１８が最大運
転点Ｐ２で動作するように、予めコントローラ１５，ドライバ回路２２，ドライバ部２４
ａ等の各部が設計されている。第１送風部１２の最大運転点Ｐ１における静圧と、第２送
風部１８の最大運転点Ｐ２における静圧は、同一のＰｓとなっている。
【００３８】
　最大運転点Ｐ２の静圧Ｐｓよりも低い静圧の環境において、Ｌ５で示される第２回転数
Ｒ２で回転させると、その際にＤＣモータ２４が必要とする電流の電流値はＩｍａｘ２よ
りも多くなってしまう。そこで、本実施形態の第２送風部１８は、コントローラ１５の介
在によって、ＤＣモータ２４に流れる電流が制限値Ｉｍａｘ２以下となるように、第２回
転数Ｒ２よりも低い回転数で第２ファン２３を回転させる。
【００３９】
　図４中に示すＬ６は、最大運転点Ｐ２における静圧Ｐｓよりも静圧が低くなる環境にお
ける、ＤＣモータ２４の動作点を示している。ＤＣモータ２４の動作点をＬ５上の動作点
ではなくＬ６上の動作点にすることで、ＤＣモータ２４に流れる電流の電流値が制限値Ｉ
ｍａｘ２以下となる。
　このＬ６上の動作点で動作する第２ファン２３の回転数は、第２回転数Ｒ２よりも低く
なる。
【００４０】
　次に、図５を参照して、コントローラ１５が実行する処理について説明する。図５は、
図２に示すコントローラが実行する処理を示すフローチャートである。
　図５における各工程は、コントローラ１５が備える演算部が、ＲＯＭ等の記憶部（不図
示）に記憶された動作プログラムを読み出して実行することにより行われる。
【００４１】
　ステップＳ５０１で、コントローラ１５は、第１回転数指令Ｖ１を第１送風部１２のド
ライバ回路２２に伝達する。
　また、ステップＳ５０２で、コントローラ１５は、第２回転数指令Ｖ２を第２送風部１
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８のＤＣモータ２４が有するドライバ部２４ａに伝達する。
【００４２】
　ステップＳ５０３で、コントローラ１５は、第１送風部１２が電流制限機能を実行中で
あるかどうかを判定する。第１送風部１２が電流制限機能を実行中であると判定した場合
（ＹＥＳの場合）、コントローラ１５は、ステップＳ５０４に処理を進める。コントロー
ラ１５は、ステップＳ５０３がＮＯの判定であれば、再びステップＳ５０３の判定を行う
。
　コントローラ１５は、第１送風部１２のドライバ回路２２から、電流制限機能の実行の
伝達を受けた場合に、ステップＳ５０３でＹＥＳと判定する。
【００４３】
　ステップＳ５０４で、コントローラ１５は、電流制限機能を実行中の第１送風部１２の
ドライバ回路２２からＤＣモータ２１の現在の単位時間あたりの回転数を示す回転数Ｒａ
１を受信する。
　回転数Ｒａ１を受信したコントローラ１５は、ステップＳ５０５で、回転数Ｒａ１に基
づいて、第２送風部１８へ伝達する制限回転数指令Ｖ３を決定する。この制限回転数指令
Ｖ３は、第２ファン２３を第２回転数Ｒ２よりも低い回転数Ｒ３で回転させるための指令
値である。コントローラ１５は、図４のＬ６で示す動作点でＤＣモータ２４が動作するよ
うに、制限回転数指令Ｖ３を決定する。
【００４４】
　ステップＳ５０６で、コントローラ１５は、ステップＳ５０５で決定した制限回転数指
令Ｖ３を第２送風部１８のＤＣモータ２４が有するドライバ部２４ａに伝達する。制限回
転数指令Ｖ３を受信したドライバ部２４ａは、後述するように、ＤＣモータ２４の回転数
Ｒａ２が第３回転数Ｒ３と一致するようにＤＣモータ２４を制御する。
【００４５】
　ステップＳ５０７で、コントローラ１５は、第１送風部１２が電流制限機能を実行中で
あるかどうかを再び判定する。第１送風部１２が電流制限機能を実行中であると判定した
場合（ＹＥＳの場合）、コントローラ１５は、ステップＳ５０４に処理を進める。コント
ローラ１５は、ステップＳ５０７がＮＯの判定であれば、本フローチャートの処理を終了
する。コントローラ１５は、第１送風部１２のドライバ回路２２から、電流制限機能が解
除されたとの伝達を受けた場合に、ステップＳ５０７でＮＯと判定する。本フローチャー
トの処理を終了したコントローラ１５は、再び本フローチャートの処理をステップＳ５０
１から開始する。
【００４６】
　次に、図６を参照して、第１送風部１２のドライバ回路２２が実行する処理について説
明する。図６は、図２に示す第１送風部１２のドライバ回路２２が実行する処理を示すフ
ローチャートである。
　図６における各工程は、ドライバ回路２２が備える演算部が、ＲＯＭ等の記憶部（不図
示）に記憶された動作プログラムを読み出して実行することにより行われる。
【００４７】
　ステップＳ６０１で、ドライバ回路２２は、第１回転数指令Ｖ１をコントローラ１５か
ら受信する。
　ステップＳ６０２で、ドライバ回路２２は、第１回転数指令Ｖ１に基づいて、電流制限
機能を実行するかどうかを判定する。ドライバ回路２２は、電流制限機能を実行すると判
定した場合はステップＳ６０５に処理を進め、そうでない場合はステップＳ６０３に処理
を進める。
【００４８】
　電流制限機能を実行するかどうかは、例えば、ダクト形空気調和機１が設置される環境
における静圧を予め測定しておき、その静圧の環境下で第１回転数指令Ｖ１に応じた第１
回転数Ｒ１で回転させると、制限値Ｉｍａｘ１を超えてしまうかどうかにより判定する。
具体的には制限値Ｉｍａｘ１に対応する静圧Ｐｓよりも低い静圧の環境下では、制限値Ｉ
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ｍａｘ１を超えてしまうので、ステップＳ６０２でＹＥＳと判定する。
【００４９】
　以下で説明するステップＳ６０３およびステップＳ６０４は、電流制限機能を実行しな
い場合に行われる工程であり、この工程により実現される機能は、電流非制限機能である
。
　一方、以下で説明するステップＳ６０５～ステップＳ６０８は、電流制限機能を実行す
る場合に行われる工程であり、この工程により実現される機能は、電流制限機能である。
　このように、ドライバ回路２２は、電流制限機能と電流非制限機能とを切り替えて実行
することができる。
【００５０】
　ステップＳ６０３で、ドライバ回路２２は、ＤＣモータ２１の回転数Ｒａ１が第１回転
数指令Ｖ１に対応する第１回転数Ｒ１と一致するように制御する。ＤＣモータ２１は、ド
ライバ回路２２に回転数Ｒａ１を伝達する端子を備えている。ドライバ回路２２は、ＤＣ
モータ２１から受信した回転数Ｒａ１に基づいてＤＣモータ２１に出力する駆動電圧の電
圧値を調整することにより、ＤＣモータ２１の回転数Ｒａ１を第１回転数Ｒ１に一致させ
る。
【００５１】
　ステップＳ６０４で、ドライバ回路２２は、第１送風部１２の電流制限機能が解除され
たことをコントローラ１５に伝達する。この伝達は、例えば、電流制限機能で動作してい
た第１送風部１２の機能が電流非制限機能に切り替わった場合に伝達すればよい。
　ステップＳ６０４を実行したドライバ回路２２は本フローチャートの処理を終了し、そ
の後本フローチャートの処理を開始する。
【００５２】
　ここで、ステップＳ６０５～ステップＳ６０８で行われる電流制限機能について説明す
る。
　ステップＳ６０５で、ドライバ回路２２は、第１回転数指令Ｖ１に対応する第１回転数
Ｒ１より低い制限回転数Ｒ４を決定する。
　ドライバ回路２２は、図３のＬ３で示す動作点でＤＣモータ２１が動作するように、制
限回転数Ｒ４を決定する。
【００５３】
　ステップＳ６０６で、ドライバ回路２２は、ＤＣモータ２１の回転数Ｒａ１が制限回転
数Ｒ４と一致するように制御する。ドライバ回路２２は、ＤＣモータ２１から受信した回
転数Ｒａ１に基づいてＤＣモータ２１に出力する駆動電圧の電圧値を調整することにより
、ＤＣモータ２１の回転数Ｒａ１を制限回転数Ｒ４に一致させる。
【００５４】
　ステップＳ６０７で、ドライバ回路２２は、第１送風部１２が電流制限機能を実行して
いることをコントローラ１５に伝達する。また、ステップＳ６０８で、ドライバ回路２２
は、コントローラ１５にＤＣモータ１の回転数Ｒａ１を伝達する。
　ステップＳ６０８を終了すると、ドライバ回路２２は、ステップＳ６０２へ処理を進め
る。
【００５５】
　次に、図７を参照して、第２送風部１２のＤＣモータ２４のドライバ部２４ａが実行す
る処理について説明する。図７は、図２に示す第２送風部１８のＤＣモータ２４が実行す
る処理を示すフローチャートである。図７における各工程は、ＤＣモータ２４が内蔵する
ドライバ部２４ａにより行われる。
【００５６】
　ステップＳ７０１で、ＤＣモータ２４は、第２回転数指令Ｖ２をコントローラ１５から
受信する。
　ステップＳ７０２で、ＤＣモータ２４は、コントローラ１５から制限回転数指令Ｖ３を
受信したかどうかを判定し、受信した場合はステップＳ７０４に処理を進め、受信してい
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ない場合はステップＳ７０３に処理を進める。
【００５７】
　ステップＳ７０３は、コントローラ１５から制限回転数指令Ｖ３を受信していない場合
、すなわち、第１送風部１２のＤＣモータ２１が第１回転数Ｒ１で回転している場合に実
行される。ステップＳ７０３で、ＤＣモータ２４は、ＤＣモータ２４の回転数Ｒａ２が第
２回転数指令Ｖ２に対応する第２回転数Ｒ２と一致するように制御する。
【００５８】
　ＤＣモータ２４のドライバ部２４ａは、ＤＣモータ２４の回転数Ｒａ２に基づいてＤＣ
モータ２４を駆動する駆動電圧の電圧値を調整することにより、ＤＣモータ２４の回転数
Ｒａ２を第２回転数Ｒ２に一致させる。
【００５９】
　ステップＳ７０４は、コントローラ１５から制限回転数指令Ｖ３を受信した場合、すな
わち、第１送風部１２のＤＣモータ２１が制限回転数Ｒ４で回転している場合に実行され
る。ステップＳ７０４で、ＤＣモータ２４は、ＤＣモータ２４の回転数Ｒａ２が制限回転
数指令Ｖ３に対応する第３回転数Ｒ３と一致するように制御する。
【００６０】
　ＤＣモータ２４のドライバ部２４ａは、ＤＣモータ２４の回転数Ｒａ２に基づいてＤＣ
モータ２４を駆動する駆動電圧の電圧値を調整することにより、ＤＣモータ２４の回転数
Ｒａ２を第３回転数Ｒ３に一致させる。
【００６１】
　以上の図５から図７のフローチャートで説明したように、第１送風部１２は、ＤＣモー
タ２１の電流値が制限値Ｉｍａｘ１を超えないように制限する電流制限機能を備えている
。第１送風部１２が電流制限機能により動作する場合、その旨がコントローラ１５に伝達
される。コントローラ１５は、第１送風部１２が電流制限機能により動作する場合は、第
２送風部１８のＤＣモータ２４の回転数を第２回転数Ｒ２から第３回転数Ｒ３に低下させ
るための制限回転数指令Ｖ３を第２送風部１８に伝達する。制限回転数指令Ｖ３が伝達さ
れた第２送風部１８は、ＤＣモータ２４の回転数を第２回転数から第３回転数Ｒ３に低下
させる。
【００６２】
　このようにすることで、第１送風部１２が電流制限機能により第１ファン２０の回転数
を低下させるのに連動して、第２送風部１８の第２ファン２３の回転数を低下させること
ができる。
【００６３】
　第１送風部１２の第１ファン２０および第２送風部１８の第２ファン２３として、それ
ぞれが同一回転数で回転する場合の送風量（送風能力）が等しいものを採用することがで
きる。
　この場合、第１回転数指令Ｖ１に対応する第１回転数Ｒ１と第２回転数指令Ｖ２に対応
する第２回転数Ｒ２とを一致させるものとする。この場合、更に、第１送風部１２が電流
制限機能により動作する際の制限回転数Ｒ４と、その際の第２送風部１８の制限回転数指
令Ｖ３に対応する第３回転数Ｒ３とを一致させるものとする。
【００６４】
　以上説明したよう、本実施形態のダクト形空気調和機１によれば、第１ファン２０を回
転させるＤＣモータ２１が電流制限機能により動作する場合に、コントローラ１５から第
２送風部１８に第２回転数指令Ｖ２とは異なる制限回転数指令Ｖ３が伝達され、第２回転
数Ｒより低い第３回転数Ｒ３でＤＣモータ２４が回転する。第２回転数指令Ｖ２は、ＤＣ
モータ２１が電流制限機能により動作しない場合にＤＣモータ２４に伝達される回転数指
令であるので、ＤＣモータ２１が電流制限機能により動作するのに応じてＤＣモータ２４
も電流値が制限された状態で動作する。
【００６５】
　このようにすることで、ファンおよびファンを回転させるモータを備える送風部を複数
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備えるダクト形空気調和装置１において、一方のモータ（ＤＣモータ２１）が電流制限機
能によりモータに流れる電流値を制限して動作する場合に、他方のモータ（ＤＣモータ２
４）の回転数を適切に調整し、所望の風量が得られるようにすることができる。
【００６６】
　本実施形態のダクト形空気調和機１は、第１送風部１２が、電流制限機能と第１回転数
指令Ｖ２に応じた第１回転数Ｒ１で第１ファン２０を回転させる電流非制限機能を切り替
えて実行可能なドライバ回路２２を備えており、ＤＣモータ２４は、コントローラ１５か
ら伝達される第２回転数指令Ｖ２に応じて回転数を制御するドライバ機能を備えたドライ
バ内蔵型モータである。ＤＣモータ２１は、外部のドライバ回路２２から伝達される駆動
信号Ｄ１に応じて動作するドライバ非内蔵型モータである。
【００６７】
　本実施形態のダクト形空気調和機１によれば、ＤＣモータ２４として、コントローラ１
５から伝達される第２回転数指令Ｖ２に応じて回転数を制御するドライバ機能を備えたド
ライバ内蔵型モータを用いることで、比較的安価なダクト空気調和機１を提供することが
できる。また、ドライバ非内蔵型モータを制御するドライバ回路２２が実行可能な電流制
限機能を、コントローラ１５を介在させることにより、適切にＤＣモータ２４に実行させ
ることができる。
【００６８】
　本実施形態のダクト形空気調和機１は、第１送風部１２が、電流制限機能により動作す
る場合に、第１ファン２０の回転数Ｒａ１をコントローラ１５に伝達する。また、コント
ローラ１５が、第１送風部１２が電流制限機能により動作する場合に、第１送風部１２か
ら伝達された第１ファン２０の回転数Ｒａ１に基づいて制限回転数指令Ｖ３により指示さ
れる第３回転数Ｒ３を決定する。
　このようにすることで、第１送風部１２が電流制限機能により動作する場合に、第１フ
ァン２０の回転数Ｒａ１に基づいた適切な回転数で第２ファン２３を回転させるように、
制限回転数指令Ｖ３により指示される第３回転数を決定することができる。
【００６９】
　本実施形態のダクト形空気調和機１は、第１ファン２０および第２ファン２３は、それ
ぞれが同一回転数で回転する場合の送風量が等しく、第１回転数指令Ｖ１により指示され
る第１回転数Ｒ１と第２回転数指令Ｖ２により指示される第２回転数Ｒ２とが同一回転数
としてもよい。この場合、電流制限機能で動作する第１送風部１２の第１ファン２０の回
転数Ｒａ１と制限回転数指令Ｖ３により指示される第２ファン１８の回転数Ｒ３とを同一
回転数とする。
　このようにすることで、同一回転数で回転する場合の送風量が等しい第１ファン２０お
よび第２ファン２３の回転数を、第１送風部１２が電流制限機能により動作するかしない
かに拘わらず一定の回転数とし、所望の風量が得られるようにすることができる。
【００７０】
　本実施形態のダクト形空気調和機１は、ＤＣモータ２１の出力が、ＤＣモータ２４の出
力より高い。
　このようにすることで、出力の高いＤＣモータ２１の動力により回転する第１ファン２
０の風量を第２ファン２３によって補うために、第２ファン２３を回転させる補助モータ
として出力の低いＤＣモータ２４を採用することができる。
【符号の説明】
【００７１】
１　　ダクト形空気調和機
１１　室内熱交換器（熱交換器）
１２　第１送風部
１４　吹出し口
１５　コントローラ（制御部）
１８　第２送風部
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２０　第１ファン
２１　ＤＣモータ（第１モータ）
２２　ドライバ回路
２３　第２ファン
２４　ＤＣモータ（第２モータ）
２４ａ　ドライバ部
Ｖ１　第１回転数指令
Ｖ２　第２回転数指令
Ｒ１　第１回転数
Ｒ２　第２回転数

【図１】 【図２】
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